
資料１ 長周期地震動に関する情報検討会

検討の目的および内容
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長周期地震動に関する情報の対象とする周期

長周期地震動による被害の特徴と
現在の震度情報の課題

長周期地震動の特徴とその被害、および、現在の震度情報の課題

長周期地震動の特徴

40～50階建
超高層ビル

長周期地震動に関する情報の対象とする周期

平成15年（2003年）
十勝沖地震

平成23年（2011年）
東北地方太平洋沖地震

現在の震度情報の課題

苫小牧市
(震度5弱)

200m
(震度5弱)

震度のカバーする周期

短い周期の振動の場合 長周期地震動の場合

地面が細かく早く揺れる
ビルは揺れを吸収

地面が大きくゆっくり揺れると
ビルは大きくしなる

14,15～20階建
高層ビル

45m

石油タンクでスロッシングが発生 大阪市（震度3）や東京都（震度5弱～5強）の
高層ビル上層階で大きな揺れとなった

石油は細かく波立つだけ 石油タンクの石油も大きく

木造住宅 ○高層ビルなどの長大構造物は、大地震に伴って発
生する長周期地震動によって、大きな揺れを生じる

石油は細かく波立つだけ
波立つ

周
期

0.5秒1.0秒 2.0秒 4.0秒 7.0秒

都市の高層化等の進展等により長周期地震
動による影響を受ける人口が増加

ことがある

○震度は、長周期地震動による高層ビル等での揺れ
を評価できない

新宿

１９７８年 ２００９年

動による影響を受ける人口が増加

⇒新たな地震情報が必要

平成23年11月有識者による検討会を立ち上げ、情報の

昼間就業人口１０万人以上

あり方について検討を開始した。
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基本的な情報のあり方

長周期地震動に関する情報のあり方報告書の概要

情報の対象

○住民、施設管理者、防災関係機関が共通して理解でき、広く利用可能であること
○長周期地震動による揺れが発生していることをお知らせし、行動判断など利用者の初動対応に役立つこと

発表のタイミングおよび内容

○高層ビル（概ね14、15階建以上）を対象として情報を発表（地震動の周期としては、 1、2秒～7、8秒までを対象）
○石油タンク事業者や長大橋の管理者等が利用可能な情報の提供についても検討

発表のタイミングおよび内容

地震

津波警報・注意報
津波到達予想時刻・予想され
る津波の高さに関する情報

各地の満潮時刻・津波到達
予想時刻に関する情報

津波観測に関する情報

地震
発生

１分３０秒

緊急地震速報 震度速報

３分 ５分～１０分

震源・震度に
関する情報 利用者の判断で活用できる、高層ビ

情報過多による混乱を与えない範囲で、長周期地
震動が発生していることをお知らせする情報。
PUSH型で発表。

利用者 判断 活用 きる、高層
ル内での揺れの大きさや被害発生
可能性を示す地点毎の情報。
ＰＵＬＬ型で発表。

○震度と同様な長周期地震動の指標の決定、具体的な発表の方法、発表対象地域、発表手段の検討
○長周期地震動を捉えるための大都市圏等における気象庁の強震動観測体制の強化

今後の課題

○長周期地震動を捉えるための大都市圏等における気象庁の強震動観測体制の強化
○高層ビル内における人の体感や什器転倒等の被害との対応等に関するさらなる調査
○長周期地震動による揺れの特性や室内の安全対策等に関する周知、啓発
○長周期地震動に関する予測情報（予報）の検討
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情報 情報のタイプ 発表対象単位 情報の性質

長周期地震動に関する観測情報の種別

地震発生後
５～１０分程
度で発表す
る情報

ＰＵＳＨ型

（気象庁から様々
な伝達ルートを
通じて送り届ける

震度速報で用いて
いる全国１８８地域
（全県にまたがる場
合は、緊急地震速

・「高層ビルを揺らす長周期地震動が観測されている」ことを迅速にお知ら
せすることが目的。

・情報過多による混乱を与えないよう、簡潔な情報とする。
・地震発生後数分以内に発表できるよう、迅速な作成を行う。

情報） 報と同様に県単位）

地震発生後
１０分程度か
ら発表する
情報

ＰＵＬＬ型
（気象庁HPなど

へ利用者自らア
クセ して頂き入

気象庁の震度観測
地点毎

・「長周期地震動により、高層ビル内で生じたとみられる揺れの程度や被
害発生可能性」をお知らせし、高層ビルの管理者等に、より的確な対応に
結びつけていただく。

利用者の判断で活用が可能となるよう 図やデ タからなる詳細な情報情報 クセスして頂き入
手する情報）

・利用者の判断で活用が可能となるよう、図やデータからなる詳細な情報
とする。

ＰＵＳＨ型情報（地震情報電文等） ＰＵＬＬ型情報（気象庁ＨＰ等）

長周期地震動に関する情報 個別観測点 △△△県□□□町○○○

速度波形 最大 XX cm/s

参考

周期 １～２秒 ２～３秒 ３～４秒 ４～５秒 ５～６秒 ６～７秒

揺れ ● ● ● ○ ○ ○

● ： 発表基準を超過
○ ： 発表基準以下

速度応答スペクトル

度波 最 /
N/S

E/W

U/D

： 発表基準
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事前（～数秒前）対策 直前（数秒前～揺れ発生）対策 事後（揺れ発生～）対応

長周期地震動への対策と情報

揺れの覚知と周知

これから揺れることを認識
して、危険回避措置を執る

揺れた場合に発生しうることを
認識して、未然防止措置を執る

揺れたことを認識して、
防災対応を実施する

・家具や什器等の固定による安全対策
・安全スペースの確保

・情報提供や避難等の防災体制の確立等の計画
策定、防災担当者の教育・訓練

・耐震化、制震・免震（レトロフィット含む）等の揺
れ 逓減対策

・身構え、安全姿勢
・危険箇所からの緊急退避
・設備等の緊急停止

・揺れの覚知と周知
・救助、救難
・初期消火
・安全点検
・緊急避難

れの逓減対策
・都市の再構成、エネルギー供給の分散

・緊急移転

対策・対応を支援する情報

・揺れやすい地域に関する情報
・地域での揺れやすい周期の情報

・揺れが生じるおそれの有る地域とそ
の到達時間および揺れの大きさ、対象

・揺れが発生した地域と、その大きさ、対象
となる周期に関する情報

予報 観測結果や状況過去の結果や予測情報

・揺れによる被害発生の情報
・設計用地震動

到達時間お 揺 大 さ、対象
となる周期を特定した情報 ・建物内での揺れの大きさに関する情報（観

測結果、人の証言）
・過去の地震との比較に関する情報

現状での具体的な例 現状での具体的な例現状 具体 な例

・揺れやすさマップ
・長周期地震動予測地図
・過去の被害調査事例
・観測データのアーカイブ

・各機関のリアルタイム観測データ
・建物等健全性判定システム

今年度から具体的に検討

＋＋

現状 具体 な例

長周期地震動に対応した緊急地震速報 長周期地震動に関する観測情報

＋＋
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【質問】

地震の揺れには 長くゆ くりしたものもあり これを長

【質問】

現在の緊急地震速報では 地表の揺れの大きさ（震度）を予想

緊急地震速報の利活用状況等に関する調査結果（平成24年3月）

地震の揺れには、長くゆっくりしたものもあり、これを長
周期の地震（長周期震動）といいます。地震の揺れが長
周期であることによって、気象庁が発表する地表の震度
が小さくても高層ビルなどの高い建物が大きく揺れるこ
とがあります。あなたは、このことをご存じでしたか。

現在の緊急地震速報では、地表の揺れの大きさ（震度）を予想
して発表していますので、予想震度が小さくて緊急地震速報が
発表されないときでも、長周期の地震動の場合には高層ビル
などの高い建物が大きく揺れる場合があります。

あなたは、緊急地震速報の中で、予想震度等以外にこのよう
な長周期の震動の予報を行うことについて、どう思われますか。
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【本検討会における検討事項】

長周期地震動による揺れの大きさの認識し、また、高層階等の揺れの状況等を
把握するための情報は、具体的にどうあるべきか？

第1回 ＰＵＳＨ型情報の解析手段、発表基準、情報内容、伝達手段に関する検討
第２回 ユーザーニーズ等を踏まえたＰＵＬＬ型情報の情報内容、伝達手段に関する検討

事前に長周期地震動による揺れの大きさをお知らせし、身構えていただく情報は
どうあるべきか？

第３回 予報の技術的な実現可能性、予報と観測結果からなる一連の情報のあり方

第 回 本検討会の報告取り纏め第４回 本検討会の報告取り纏め
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